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小 2～小 5 対象 

竹進プログラミング教室開講日時     

 

＊上記料金に別途諸経費（設備維持費等）がかかります。 

 

毎週土曜日 17：30～プログラミング説明会を開催しております。 

説明会では、実際にマイクラを使ったプログラミングでのご体験ができます！ 

お気軽にお問い合わせ下さい。 
 

竹園進学教室 

TEL 029-851-9293（代）0120-851-923 

FAX 029-851-2197 

受講料(月額) 月 水 金 土

プログラミング教室 4,000円 16：20～17：10 16：20～17：10 16：20～17：10 16：20～17：10



ページ 2 

竹園進学教室では、小学生のお子様を対象にプログラミング教室を開講しております。 

 

1. 今なぜプログラミングが必要なのか？ 
 

小学校でプログラミングの授業がすでに始まっています。 

しかし、多くの保護者様がプログラミング教育の実体を知らず、学ぶ意義についても懐疑的で

す。保護者様どころか、学校の先生のほとんどがプログラミングについて理解していないのが実

情です。 

 

IT や AI の進化によって、それを制御するソフトの開発能力を身につけることが重要となってい

ます。小学生のうちから、その基礎能力を養うというのがプログラミングを学ぶ直接的な理由で

す。 

しかし、それだけではありません。 

 

デジタルの世界は無限大です。その世界を学ぶことは、子どもの自由な発想や思考力を大いに刺

激します。数学や算数の学問は、ただ一つの答えを導き出す力を身に付けることでした。 

しかしプログラミングには、個人の発想と工夫によって無限大の答えが用意されています。 

プログラミングは、お子様の未知なる可能性を引き出し、未来を広げる力があるのです！ 

 

しかし、学校現場では、与えられたカリキュラムを消化するだけで四苦八苦しているのが現状で

す。日々の業務や指導で多忙な先生たちに、英会話もプログラミングの指導も加わったわけです

から。 

 

さらに、厳しい現状があります。 

次に続きます。 
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2. これからの大学入試 
 

2022 年度からの新しい学習指導要領では、すでに「情報Ⅰ」が必修化され、授業として行わ

れています。 

2024 年度以降に行われる大学入試共通テストにおいて、「情報」という教科が新設されます。 

「教科」というところがポイントです。大学入試における「教科」というのは、主要教科「国

語」「数学」「外国語」「理科」「地理歴史」の 5 教科、さらに「公民」を加えた 6 教科が現行

の仕組みとなります。この教科と同等に扱われる「情報」が導入されるということなのです。 

 

「5 教科（+公民）」と並ぶ存在になるという時点で、いかに大きな変化かご理解いただけ

ることと思います。 

 

「情報」を「教科」として導入するのではなく、ひとつ下の「科目」として導入し、公民や数学

の中に入れてしまう可能性もありました。しかし、今回の見直し案では、情報を「教科」として

扱い、7 教科体制にしていくという大きな変化となり、国がいかに「情報」を重視している

かが伺えます。 

 

教科「情報」が導入されることにより、大学側の学部学科にも大きな影響を与えることになりま

す。 

 

いままでの入試では、例えば、数学と英語でよい点数を取れれば、情報系の知識がほぼ「ゼ

ロ」、パソコンもあまり触ったことがない生徒でも入学できてしまう仕組みです。しかし、4 年

間でプログラミングをゼロから教えるようでは、高度なスキルを持つ人材を育てることは厳し

く、大学側も情報系の学部に力を入れにくい状況でした。 

 

しかし、今後は「情報」という教科が生まれることによって、大学側はゼロスタートではなく、

「すでに高度な基本知識やスキルを持った学生」を募ることが可能になるのです。 

その結果、高い研究結果を出すことや、企業の最前線で活躍する学生や卒業生を輩出することが

可能となります。 

そのため、これからの IT・AI の分野が進化発展する世界の中で、この領域に力をいれ、大学の

強みにしていこうと考える大学が増えてくることが予想されます。 

実社会で役立つ要素の強い「情報」は注目される教科なのです。 
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「プログラミング教室に通っていれば、教科「情報」対策に即対応可能です！」とは、言えませ

ん。しかし、「幼少期における学びの基礎」としての価値があることに間違いはありませ

ん。 

 

いつ、どんなタイミングで、「学びのきっかけ」に出会うかは、誰もわかりません。しかし、出

会いと経験がなければ「学び」は生まれないのです。 

ぜひ、竹園進学教室で「学びのきっかけ」をご体験ください！ 

次ページより当塾プログラミング教室の特長をご説明致します。 

 

                              ＊読売新聞より 
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3. 竹進プログラミング教室特長 
特長① パソコンを使って学ぶ 

 

近年、スマートフォンやタブレットの普及により、大学生でもレポートをスマートフォンやタブ

レットの音声認識機能で作っているほど、学生たちのパソコン離れが進んでいます。 

しかし、社会人になると、パソコンのキーボードを操作して、様々なアプリケーションを使いこ

なす力が要求されます。そこで文科省が提唱している「生きる力（ビジネススキル）」を自然に

身に付けさせるため、小学生のうちからパソコンに慣れ親しむことも目的としています。 

 

特長② 授業動画と教室の先生によるダブルチューターシステム 

 

動画視聴サイトの普及により、動画から様々な情報を入手することが出来ます。 

それは子どもたちにとっても身近なもので、幼いうちからタブレットやスマホを使いこなし、動

画を自由に検索したり、くり返し開き直したかったら巻き戻したりと自分で操作しています。 

そういったことから、プログラミングも自分のペースで学習できるように動画で行います。もち

ろん教室には先生も常駐していますので、動画を見て分からないところなどは、先生がサポート

します。動画で学習することは、企業研修などイーラーニングを取り入れられてきている現代社

会において、これからの子どもたちに必要なスキルだと考えています。 

 

特長③ 子どもたちに大人気の「マインクラフト」を使って学ぶ 

 

多くの小学生が知っているマインクラフト®（以下：マイクラ）を使って、カリキュラムが組まれ

ています。マイクラは大草原に、ブロックを組んで自分たちの街を作り上げるゲームとして人気

ですが、当塾のカリキュラムは、独自で作った「ワールド」と呼ばれる世界をオリジナルで構築

し、そのワールドを子どもたちがプログラミングを学びながら探検するストーリーになっていの

で、飽きることなく楽しみながら学ぶことが出来ます。  

              

竹園進学教室 

TEL 029-851-9293（代）0120-851-923 

FAX 029-851-2197 

プログラミング詳しくはこちら 

↓ 


